
















I want everything in my life to have a sufficient reason.
Jake Donaghue in Under the Net
長谷部　恭男
（ 1）　Smith 1998，福岡 2007，Nadler 2011が典型例である。
（ 2）　畠中 1950；Curley 1985, pp. 405─07；Nadler 2018, p. 264.










ラ・ロッカにならって，この原理を「十分理由原理 the Principle of 
Sufficient Reason」と呼ぶこととする（5）。十分理由原理からは，この世界
のすべては同一のルール，同一の法則に従うという自然論（naturalism）




（ 4）　スピノザの著作の引用にあたっては，Spinoza 1985 & 2016を基本とし，必要












































































































































































































































































































ラ・ロッカはこの問題を「膵臓問題 pancreas problem」と呼ぶ（Della 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































Strauss 1988, p. 144）。あるいは，権威だと主張する何者かが示す意味内容





































































































としたのだとの推測を述べている（Strauss 1988, pp. 171─75）。当時のオラ
ンダ共和国では「完全な判断の自由が認められている」とのスピノザ自身
の言明にもかかわらず（G7），完全な判断の自由が認められてはいなかっ




























『神学・政治論』が出版されたのは，同年末のことである。See Nadler 2011, 
pp. 38─43；Nadler 2018, pp. 309─14.
（26）　オルデンバーグ宛ての書簡で，スピノザは，キリストの復活は比喩的にのみ
理解可能であり（Spinoza 2016, p. 481 ［Letter 78］），キリストの受肉に至って
は，円が正方形としての性質を帯びたという言明と同様，理解不能であるとす
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